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平和への祈り
我孫子から発信

「戦
後
六
十
五
周
年
記
念
誌
」
我
孫
子
市
が
発
行

○

グ
ラ
マ
ン
や
ｐ
51
を
邀
撃
（
よ

う
げ
き
）
す
る
た
め
、
タ
コ
ツ
ボ
を

掘
り
、
そ
の
中
心
に
五
～
六
寸
角
の

柱
を
据
え
る
。
銃
の
台
座
で
あ
る
。

そ
こ
に
航
空
機
用
の
20
ミ
リ
機
関
砲

や
８
ミ
リ
の
旋
回
機
関
銃
を
置
く
。

そ
れ
で
Ｐ
51
を
迎
え
撃
つ
。
敵
機
は

直
ち
に
旋
回
反
撃
し
て
く
る
。
そ
の

と
き
、
タ
コ
ツ
ボ
の
底
に
這
い
つ
く

ば
る
。
そ
れ
で
戦
死
者
が
出
た
。
浜

松
飛
行
隊
の
話
だ
と
い
う
。

○

９
ヶ
月
の
胎
児
の
と
き
長
崎
で

被
曝
し
た
。
中
学
生
ま
で
住
ん
で
い

た
長
崎
に
職
場
の
仲
間
と
行
っ
た
と

き
、
「
長
崎
原
爆
資
料
館｣

に
入
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
い
つ
か
長
崎

ま
で
の
長
旅
に
耐
え
ら
れ
た
な
ら
、

資
料
館
に
行
き
、
私
の
命
に
刻
み
込

ま
れ
た
恐
怖
と
向
い
合
い
た
い
。

Ａ
４
版
で
３
０
０
ペ
ー
ジ
を
こ
え

る
『
平
和
へ
の
祈
り
』
は
、
星
野
順

一
郎
市
長
の｢

不
戦
の
誓
い｣

を
筆
頭

に
、
平
和
祈
念
文
集
（
一
般
の
部
、

小
学
生
・
中
学
生
の
部
）
と
な
っ
て

い
る
。
上
掲
の
タ
コ
ツ
ボ
と
長
崎
原

爆
資
料
館
ほ
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

47
の
戦
争
体
験
か
ら
で
あ
る
。

短
歌
・
俳
句
の
部
か
ら
三
首
。

○

息
絶
え
し
弟
を
背
に
荼
毘
を
待
つ

少
年
あ
り
き
被
爆
長
崎

○

壕
の
上
わ
が
身
お
ほ
ひ
て
座
り
た

る
爆
風
耐
へし
母
を
思
へり

○

わ
れ
抱
へ防
空
壕
に
走
り
行
く
母

の
恐
き
目
い
ま
に
忘
れ
ず

市
内
に
あ
る
６
中
学
校
か
ら
１
名

ず
つ
の
代
表
が
広
島
・
長
崎
市
の
平

和
記
念
式
典
に
参
加
す
る
。
そ
の
体

験
文
集
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

「
原
爆
資
料
館
の
映
像
を
含
む
資
料

は
想
像
を
を
絶
す
る
も
の
で
し
た
。

自
分
は
何
も
知
ら
な
い
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た｣

と
書
く
。
学
校
で
報
告
会

を
開
く
と
い
う
。

それぞれの戦争体験から得た平和への願いを残す

平
和
祈
念
式
典
と
書
道
展
と

昭
和
60
年
に
平
和
都
市
宣
言
を

し
た
安
孫
子
市
で
は
、
毎
年
８
月

に
手
賀
沼
公
園
に
あ
る
平
和
記
念

碑
の
前
で
平
和
祈
念
式
典
を
開
く
。

広
島
に
駐
屯
し
、
原
爆
の
残
虐
さ

を
体
験
し
た
同
市
の
原
爆
被
爆
者

の
会
の
山
田
清
一
会
長
も
毎
年
挨

拶
に
立
つ
。

そ
の
山
田
氏
が
東
葛
地
区
の
書

道
の
重
鎮
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

平
和
式
典
と
書
道
展
の
両
方
で
お

付
き
合
い
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
記
念
誌
も
山
田
さ
ん
か
ら
頂

戴
し
た
。

編
集
し
た
平
和
事
業
推
進
平
和

会
議
に
連
絡
し
、
柏
市
の
中
央
図

書
館
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
お
願

い
し
た
。

↑ 我孫子市では、「平和
への祈り～子どもたちの
太平洋戦争～」という小冊
子を、小学校の５年生に
配布している。空襲、学童
疎開、特攻隊、沖縄戦、原
子爆弾など項目ごとに写
真入で解説している。


